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中教審「キャリア教育・職業教育特別部会」審議始まる
文部科学大臣諮問を受け今後のあり方を検討

　１２月２４日、塩谷立文部科学大臣は中央教育審議会（中教審）第６７

回総会に「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方につ

いて」諮問を行い、初等中等教育から高等教育を通じ、中長期的な

視点から、次の事項を中心に幅広い検討を求めた。

∏　学校から社会・職業への円滑な移行に必要な基礎的・汎用的能力

の明確化と、発達段階に応じた体系的なキャリア教育の在り方。

π　普通科・専門学科・総合学科といった学科を超えて多様化する生

徒のニーズに応じた職業教育の在り方。

∫　職業に関する知識・技能の高度化が求められる中での各高等教育

機関における職業教育の在り方。

　このうち、∫では『多様なニーズに対応するための職業教育に特

化した新たな高等教育機関の創設』が例示されている。これは、１１

月に公表された専修学校の振興に関する検討会議（検討会議）の報

告（詳細は広報１３９号を参照）が提言した、新たな学校種の検討の方

向性、『キャリア教育・職業教育の在り方の全体像を議論する中で、重

要な課題の一つとして、より総合的・多面的で専門的な検討を行い得

る場である中教審において、議論を深めていくことが適当』との指

摘を踏まえたものである。

　諮問を受け、中教審は、総会の下にキャリア教育・職業教育特別部

会（特別部会）の設置を決め、検討事項の調査審議に着手すること

となった。なお、特別部会は、学識経験者や各学校種（高校、大学・

短大、高専、専修学校）の関係者、地方教育行政、経済・企業団体、

労働組合の各関係者ら３０名で構成され、全専各連から中込三郎会長、

川越宏樹副会長及び大竹通夫常任理事（全国高等専修学校協会会長）

の３名が委員に就任した。

　１月１６日の第１回特別部会（第４期）では、部会長の選任等に続き、

文部科学省（事務局）は諮問事項、現状分析に係る参考資料、関係

する主な審議会答申等を説明した。審議会答申等の説明では、検討

会議の報告も取り上げ、全専各連が提案する新たな学校種の概要等

も説明された。その後、自由討議として、委員が諮問事項に関する

問題意識、検討すべき内容や方向性等を意見発表した。懇談会形式

で開催された２月４日の特別部会も、引き続き自由討議が行われ、２月

２４日の第２回特別部会（第５期）では、改めて部会長の選任等を行っ

た後に自由討議を行い、意見発表が一巡した。

　この間の意見発表で、中込会長、川越副会長及び大竹常任理事は、

専修学校（専門学校・高等専修学校）の役割・現状、職業教育の体系

化による複線型教育体系や職業教育に特化した新たな高等教育機関

の考え方・必要性、高等専修学校を含めた後期中等教育段階の検討の

必要性等について発言を行った。なお、事務局が整理した第１回と懇

談会での主な意見の要点（案）の概要のうちπと∫は次のとおり。

π　後期中等教育における職業教育の在り方

　○問題点・課題…モラトリアムな進学志向や大学受験対応への偏り

等、普通科の実態が特に深刻／専門高校を普通科高校より低レ

ベルに見る風潮　等

　○検討事項案…国のミッション、学校の果たすべき役割・機能の明

確化／専門高校での職業教育・専攻科の在り方（設置基準、本科

と接続した５年一貫教育等）／地域・産業界との連携強化の方策

（カリキュラム策定の連携、コーディネーターの確保等）　等

　○方向性・留意点…高等教育機関との円滑な接続の観点／職業教育

の体系の確立の観点／社会の変化や学科を超えて多様化する生

徒のニーズ等を踏まえた検討／現行制度の下で、できることと

できないことの整理／国際的な職業資格制度の共通化の動向等

を踏まえた検討　等

∫　高等教育における職業教育の在り方

　○問題点・課題…社会の要請（高度な知識・技能等）と、教育内容

との間等に大きなギャップ　等

　○検討事項案…国のミッション、各高等教育機関が果たすべき役

割・機能、分担関係の明確化／職業教育における後期中等教育と

高等教育の円滑な接続や、高校生等の進学に際しての選択肢の

拡大等のための方策（技能系の生徒等が高等教育を受ける機会

の整備、専攻科からの大学編入学、職業教育に特化した新たな

高等教育機関の創設等）／社会人、若年無業者等の学び直しの

促進に向けた方策　等

　○方向性・留意点…職業教育体系の確立の観点／現行制度の下で、

できることとできないことの整理／国際的な職業資格制度の共

通化の動向等を踏まえた検討／求められる知識・技能の高度化等
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に対応するための産業界との連携の強化　等

　さらに、第２回特別部会では、事務局が整理した主な論点例（案）

も検討され、論点例の内容、相互の関係、方向性等を審議した。ま

た、今後、作業部会を設置し、調査分析等を並行して進めることが

了承された。なお、論点例（案）のうちπと∫の内容は次のとおり。

π　後期中等教育における職業教育の在り方

　①後期中等教育における職業教育について、生徒の社会・職業への

移行や、高等教育との接続、社会や保護者・生徒のニーズへの対応

等の観点から、現在、どのような課題を抱えているか。その解決

のために、制度面を含め、具体的にどのような方策が考えられる

か。また、国としてのミッション、果たすべき役割について、ど

のように考えるか。②普通科の実態が特に深刻との指摘があるが、

普通科における職業教育について、現状及び制度面を含めた課題、

今後の改善策について、どのように考えるか。③専門高校の規模

が縮小している中での職業教育の現状及び課題、今後の改善策に

ついて、どのように考えるか。特に、高等教育機関との接続や専

全専各連第１０８回理事会を開催

攻科の位置づけ等についてご指摘をいただいているが、制度的を

含めた課題及びその改善策として、どのようなことが考えられるか。

∫　高等教育における職業教育の在り方

　①高等教育における職業教育について、学生・生徒の社会・職業

への移行や、後期中等教育との接続、社会や学生・生徒のニーズへ

の対応等の観点から、現在、どのような課題を抱えているか。そ

の解決のために、制度面を含め、具体的にどのような方策が考え

られるか。②職業教育における各高等教育機関（大学、短大、高

専、専門学校）の役割・機能、分担関係をどのように考えるか。ま

た、国としてのミッション、果たすべき役割について、どのよう

に考えるか。③職業教育体系の確立や、職業教育に特化した新た

な高等教育機関の創設について指摘されているが、その必要性、

意義、制度的な課題等について、どのように考えるか。

　なお、特別部会は３、４月に２回の開催が予定されている（委員名簿、

配布資料及び議事録等は文部科学省ホームページを参照。ｈｔｔｐ://ｗ

ｗｗ.ｍｅｘｔ.ｇｏ.ｊｐ/ｂ_ｍｅｎｕ/ｓｈｉｎｇｉ/ｃｈｕｋｙｏ/ｃｈｕｋｙｏ１０/ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍ)

対応」として、「新職業教育体系推進本部（旧１条校化推進本部）」改

称の経緯（新学校種創設と、現行制度の充実・改善方策への取り組み

の明確化）、検討会議報告及び文部科学大臣諮問の内容、中教審特別

部会の審議状況、今後の予定等について説明。続いて、２つの振興方

策の具体的方針として、①制度検討関連（中教審特別部会の議論を

踏まえた具体案の作成、協力者会議設置への対応等）、②制度啓発関

連（都道府県協会等との連携による会員校への普及・啓発、新職業教

育体系推進会議開催等）、③渉外折衝関連（議連との連携、振興大会

の開催等）について説明を行った。

　次に、「運動方針の実現に向けた専修学校等振興議員連盟とのより

一層の連携」、「会議の開催」を事務局が説明し、秋葉理事・総務委員

長、齋木寛治理事・財務委員長、栗谷川悠理事・組織委員長が、「各

委員会活動方針」を、最後に「広報活動の一層の推進」を事務局が

説明した。

　本議案に関して質疑はなく、出席者全員異議なくこれを拍手承認

した。

【第２号議案　平成２１年度収支予算原案（審議事項）】

　齋木財務委員長が、予算原案立案方針として、平成２１年度の運動

方針（①新職業教育体系推進運動の強化、②議連対応、振興大会の

開催等）に基づき、単年度ベースで収支の均等を図る方針で予算編

成を行ったこと、本予算原案は６月１７日の定例総会において承認を得

るまでの暫定予算として執行すること、各科目の明細について説明

を行った。

　本議案に関して、「職業教育の日」推進費支出について質疑応答が

行われたほかに意見はなく、出席者全員異議なくこれを拍手承認し

た。

【報告事項】

＜役員等の在任年齢にかかる検討についての中間報告＞

　栗谷川組織委員長が、経緯（昨年９月の常任理事会における中込会

長からの諮問により組織活性化に資する方策の一つとして検討した

　２月２６日、東京都・アルカディア市ヶ谷を会場として、全専各連第

１０８回理事会が開催された。出席者は委任状を含めて６０名。

　中村徹副会長の開会の言葉に続き、中込三郎会長があいさつに立

ち「検討会議の報告を受けて、昨年１２月の文部科学大臣諮問により、

中教審では職業教育等に関する初めての部会となる『キャリア教育・

職業教育特別部会』が新たに設置された。現在、全専各連から３名

（中込会長、川越宏樹副会長、大竹通夫常任理事・全国高等専修学校

協会会長）が参画しており、今後も『新たな学校種創設』の必要性

を訴え、実現を目指したい。同時に、平成２１年度の運動方針に掲げ

ている『現行の専修学校及び各種学校制度の充実・改善方策の実現』

について、文部科学省に対して協力者会議の設置を求め、積極的に

対応していきたい」と述べた。

　続いて、昨年１２月、任期満了により専教振理事長を退任した、鎌

谷秀男前全専各連会長があいさつとして「今後導き出される中教審

特別部会の答申に、全専各連の提案が反映され、専修学校及び各種

学校を中心とした職業教育施策の実現を望む」と述べた。

　議長は会則第３２条により、中込会長が就任し、議長が会議の有効

な成立を確認した後、議事録署名人に浦山哲郎理事、平田眞一理事

を選出し議事に入った。

【第１号議案　平成２１年度事業計画原案（審議事項）】

　秋葉英一理事・総務委員長が「運動方針（基本方針、重点目標：①

専修学校教育を踏まえた職業教育を主たる目的とする新たな学校種

創設の実現、②重要かつ多様な社会的要請への対応に向けた、専修

学校及び各種学校制度の充実・改善方策の実現、他の学校種との格差

等の是正並びに教育の質保証等の取り組みの推進、③新しい職業教

育体系の構築による複線型の教育体系の実現及び職業教育等のより

一層の振興、④全専各連及び都道府県協会等の組織強化・活性化）」

について説明した。

　次に川越新職業教育体系推進担当副会長が「中央教育審議会　キ

ャリア教育・職業教育特別部会並びに協力者会議の設置・検討等への
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こと）、改正に向けた方向性（役員・代議員の就任年齢を定めること、

都道府県協会等会長・代表者の位置付けを明確化すること）、総会提

案までの手続き（意見募集後、組織委員会で最終案をとりまとめ、６

月の総会に議案提出）等について説明を行った。

　本件については、都道府県協会等における会員校からの意見のと

りまとめ、全専各連への意見提出方法等について質疑応答が行われた。

＜平成２２年参議院議員選挙における山谷えり子先生（議連事務局次

長）の全専各連推薦について＞

＜改訂案「専門学校における留学生の入学及び在籍管理に関するガ

イドラインについて」＞

　両件ともに配布資料に基づき事務局が説明し、了承された。

＜平成２０年度事業中間報告＞

　配布資料に基づき、事務局が報告を行った。

【文部科学省あいさつ・質疑応答】

　小憩後、清水潔文部科学省生涯学習政策局長が臨席され、「雇用情

勢が深刻化しているいまこそ、専修学校及び各種学校の教育力が求

められている。また、中教審特別部会の議論が開始され、全専各連

からの３名を含む、教育・産業界等から参画した委員３０名により、職

業教育の重要性について意見が交わされている。具体案策定に向け

て、専修学校の現状について正確な実態を把握する必要があるため、

引き続き、各学校に調査等の協力をお願いする」とあいさつを述べた。

　その後、清水局長と出席者との間で、中教審特別部会の議論の見

通し、新たな学校種の基準・要件の考え方、文部科学省及び厚生労働

省の実施する委託事業等について、活発な質疑応答が行われた。

　以上により、議長が全ての議事の終了を確認し、福田益和副会長

が閉式の言葉を述べ、理事会の全日程を終了した。

※第１０８回理事会資料は全専各連ＨＰからダウンロードが可能です。

◆全専各連ＨＰ：ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｚｅｎｓｅｎｋａｋｕ.ｇｒ.ｊｐ/

理事会に先立ち常任理事会で議案審議
　次に理事会の議事運営として、議長の確認、議事録署名人候補者

の選出について審議が行われた。

　続いて、報告事項として、栗谷川悠理事・組織委員長が「役員等の

在任年齢にかかる検討についての中間報告（組織委員会）」を説明、

意見交換が行われた。

　最後に、事務局が平成２０年度事業中間報告、平成２２年参議院議員

選挙における山谷えり子先生（議連事務局次長）の全専各連推薦に

ついて、改訂案「専門学校における留学生の入学及び在籍管理に関

するガイドライン」について説明し、会議を終了した。

　２月２６日、東京都・アルカディア市ヶ谷において第２回全専各連常任

理事会を開催した。出席者は２２名。

　中込三郎会長が開会あいさつを行い、会則第３２条により中込会長

が議長に就任し議事に入った。

　審議事項として理事会に提出する「第１号議案　平成２１年度事業計

画原案」、「第２号議案　平成２１年度収支予算原案」、の各提案事項につ

いて審議を行い、提案どおり理事会に上程することとなった（事業

計画原案において、「新しい『職業教育』システムの形成に向けた推

進本部」（仮称、略称：新職業教育体系推進本部、旧１条校化推進本部）

については仮称を取り、正式名称として理事会に上程）。

文部科学省　平成２１年度専修学校関係予算
　平成２１年度の政府予算案が１２月２４日に閣議決定された。専修学校

関係予算案は、前年度比１,３１３万円（１.０％）減の１２億９９百万円。

　「専修学校を活用した就業能力向上支援事業」（新規予算）は、若者

を中心とした早期離職者・フリーター及びニート、定年退職を迎える

中高年等の社会人、子育てにより仕事を中断した女性等に対し、専

修学校が専門的・実践的な知識や技術の習得を目的とした実践型教育

プログラムを提供し、就業能力の向上を図る取組みを促進する。

　「専修学校留学生総合支援プラン」（新規予算）は、人口減少、少子

･高齢化社会を迎え、将来の経済成長を支える人材の確保のため、専

修学校留学生に対し、日本での就職に必要な知識・技術等の向上を目

的とした学習機会の提供及び支援体制の構築を図り、雇用機会の拡

大を図る取組みを実施する。

　「専修学校教育重点プラン」は、社会的要請の高い課題に対応する

教育内容や方法等についての重点的な研究開発を「研究指定校」と

して指定した専修学校に委託し、その成果を全国に普及する。

　「専修学校・高等学校連携等職業教育推進プラン」は、高校生の自

主的な進路選択のため、専修学校の機能を活かして、高等学校等と

連携し職業に必要な知識・技能・資格等の事例紹介や実践的な職業体

験講座を実施し、職業意識の醸成を図る。
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　山谷えり子参議院議員（専修学

校等振興議員連盟　事務局次長）

が、３月６日、参議院予算委員会で

専修学校や職業教育についての国

の姿勢を質した。

○山谷えり子君　オバマ大統領は

施政方針演説の中で、経済が苦

しいときだからこそ職業教育の

充実ということをおっしゃられ

ました。日本でも教育基本法改

正で、実は三年前から職業教育の充実、しっかりと教育体系の中

に位置付けようとしておりますけれども、中教審での議論の状況、

どのようでしょうか。

○国務大臣（塩谷立君）　職業教育につきましては、教育基本法の二

条二項において、職業及び生活との関連を重視して勤労を重んず

る態度を養うということで、これに伴ってキャリア教育あるいは

職業教育に取り組んでいるところでございますが、改めて職業教

育についてどういう位置づけをするかということで、昨年、中教

審に諮問したところでございまして、現在のところまだ議論の途

中でございます。私自身は、やはり特に高等教育の中で職業教育

　２月２７日、東京都・アルカディア市ヶ谷を会場として全国学校法人

立専門学校協会の理事会が開催された。出席者は委任状を含め５８名。

岩崎幸雄副会長の開式の言葉に続き、中込三郎会長が「大学分科会

では、大学教育をさらに多様化するために大学の機能別分化が議論

されている。特別部会での議論は始まったばかりだが、新学校種の

創設に向けて、全力を尽くしたい。専門学校も成長するよう、努力

する必要がある」とあいさつを述べた。

　次に来賓の衆議院議員・専修学校等振興議員連盟の町村信孝会長が

「この経済状態の中で、専門学校の果たす役割が増大しており、今

後とも社会の期待に応えて欲しい」と述べた。続いて参議院議員・専

修学校等振興議員連盟の山谷えり子事務局次長が来賓あいさつを述

べ、山谷先生には中込会長から次回参議院選挙の全専各連団体推薦

状が手渡され、そろって公務により退席した。

　続いて来賓の高橋雅之文部科学省専修学校教育振興室長があいさ

つに立ち、新たな学校種創設の視点等を含め、中央教育審議会キャ

リア教育・職業教育特別部会での議論の内容を紹介し、公務により退

席した。

　議長は、会則により中込会長が就任。議長が会議の有効な成立を

確認し、議事録署名人に中西義裕常任理事と重里徳太常任理事を選

出して議事に入った。

【第１号議案　平成２１年度事業計画原案（審議事項）】

【第２号議案　平成２１年度収支予算原案（審議事項）】

　第１号議案、第２号議案について一括審議を行い、第１号議案につい

ては、秋葉英一常任理事・総務運営委員長が配布資料に基づき『運動

方針（基本理念、基本方針、活動方針）』を説明。川越宏樹全専各連

新職業教育体系推進担当副会長が『中央教育審議会キャリア教育・職

業教育特別部会並びに協力者会議の設置・検討等への対応（新たな高

等教育機関の創設及び現行制度の充実・改善方策の実現等）』につい

て説明した。

　続いて秋葉総務運営委員長、齋木寛治常任理事・財務委員長、武田

哲一常任理事・留学生委員長が『各委員会活動方針』を説明。また、

事務局が『会議の開催』、『調査研究事業の実施』、『研修事業の実施』、

『広報活動の推進』、『専門学校におけるスポーツ振興』について説明

した。

　第２号議案については、齋木財務委員長が、全専各連の会費収入減

額に伴う協会運営費収入の１０％減額と予算編成方針（事業計画の重

要性に鑑み、専門学校教育振興基金取崩しを増額する積極的な予算

編成）、各科目の内容を説明した。両議案に関して質疑はなく、出席

者全員異議なくこれを拍手承認した。

　以上により、議長が全ての審議事項が承認されたことを確認した

後、事務局が平成２０年度事業中間報告を行った。

　最後に岡本比呂志副会長が閉式の言葉を述べて、全日程を終了した。

　なお、理事会前には常任理事会が開催され、上記の提出議案の審

議が行われた。

山谷えり子参議院議員　参議院予算委員会にて専修学校等について質問

の位置づけを明確にすることが今後必要ではないかということで、

専修学校あるいは高等専門学校、様々職業教育の専門的な機関が

ありますが、そういったものの中で一つの大きな職業教育の柱を

立てる必要があると考えております。

○山谷えり子君　専門学校、全国で六十万人の生徒が通っておりま

すけれども、職業、実学を学んですばらしい職業人として地元に

就職する、その率も高いということで親御さんも大変喜んでおら

れる。専門学校の充実支援策はいかがなっておりますでしょうか。

○国務大臣（塩谷立君）　専門学校等の要望もあり、先ほどの職業教

育という中での位置付けを明確にしていかなければならないと思

っておりまして、中教審の方でもそういった状況を踏まえて、今

審議を続けているところでございます。

（参議院予算委員会基本的質疑速報　平成２１年３月６日　より抜粋要

約しました。）

全国学校法人立専門学校協会　理事会を開催

　都道府県協会等の代表者交代につきまして、下記のとおりお

知らせいたします。

（社）福岡県専修学校各種学校協会会長　　戸早　秀暢氏

都道府県協会等代表者交代のお知らせ
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　平成２０年１２月１４日（日）に実施された情報検定（Ｊ検）情報活用

試験（２１６出願団体、１８９会場、出願者総数１０,２２３名）の受験状況・結

果は次のとおり。

　　　　３級　出願者数 １,６２０名 受験者数 １,４６８名

　　　　　　 合格者数 １,３１０名 合格率 ８９.２％

　　　　２級　出願者数 ４,９１３名 受験者数 ４,４２４名

　　　　　　　合格者数 ２,７４４名 合格率 ６２.０％

　　　　１級　出願者数 ３,２０９名 受験者数 ２,９６２名

　　　　　　　合格者数 １,６０２名 合格率 ５４.１％

情報活用基礎　出願者数 ４８１名 受験者数　 ４６４名

　　　　　　　合格者数 ４０３名 合格率　 ８６.９％

������
財団法人専修学校教育振興会

http://www.sgec.or.jp

 J  検   http://www.sgec.or.jp/jken

B 検   http://www.sgec.or.jp/bken

Ｊ検　情報検定　受験状況・結果　　 Ｂ検　ビジネス能力検定　受験状況・結果

第６６回評議員会を開催
　平成２０年１２月１２日、東京都・アルカディア市ヶ谷を会場として、正

副理事長同席のもと専教振第６６回評議員会を開催した。出席者（評

議員）は委任状を含め２４名。

　開会に当たり鎌谷秀男理事長があいさつを述べ、議長に龍澤正美

評議員を選出。議長一任により議事録署名人に齋木寛治評議員と古

野金廣評議員を選出し、議長が会議の有効な成立を確認した後、議

事に入った。

【第１号議案　役員改選の件】

　鎌谷理事長が、寄附行為及び同施行細則により正副理事長で選考

した理事及び監事の候補者を提案した後、正副理事長が一時退室。

評議員による審議の結果、全会一致で次の役員を選出した。

　理事（２０名・敬称略、五十音順）：岩崎幸雄、大麻正晴、多忠和、大

橋啓一、岡部隆男、岡本比呂志、小野紘昭、川越宏樹、古武一成、

小林光俊、田中幸雄、千葉茂、坪内孝満、中島利郎、中村徹、橋本

榮一、福田益和、八木和久、吉田松雄、渡辺敏彦。

　監事（３名・敬称略、五十音順）：角田喜文、齋藤力夫、細谷秋男。

　再入室した鎌谷理事長、八文字敏宏副理事長、稲葉豊副理事長は、

審議に対する謝辞に加え、今期をもっての役員退任を報告した。

　その後、議長による審議終了確認後、事務局が配布資料に基づき

報告事項を説明。公益法人制度の改革に伴う検討事項については、

「プロジェクトチームをつくり早急に対応すべきである」との意見

が出された。

　最後に、議長が閉会を宣言し全日程を終了した。

　この度、理事会での命を受

けまして財団法人専修学校教

育振興会理事長の職に就くこ

ととなりました。

　本財団の目的を果たすべく、

役員の方々をはじめ、専修学

校関係者の皆様のご支援を賜

りながら、努力して参りたい

と存じます。何卒宜しくお願い申し上げます。

　さて、昨今の専修学校を取り巻く社会環境は、少子化のうえに

大学全入時代の到来という厳しい状況に直面しています。この影

響により、平成４年当時８６万人だった専修学校在籍者数は現在６６万

人にまで減少しています。それと呼応して、本財団の主要事業の

一つである情報検定（Ｊ検）・ビジネス能力検定（Ｂ検）も受験者

数減少に歯止めがかかりません。

　これまでも厳しい状況下での検定事業改革を行って参りました

が、引き続き全専各連と一体となって、専修学校教育の充実発展

に寄与する事業展開を図っていく所存です。

　また、現在、中央教育審議会において職業教育・キャリア教育

のあり方をめぐり広く議論されているところではございますが、

本財団としましては、急務である公益法人制度の改革と合わせて、

今後のあるべき姿を見据えるなかで、我が国の職業教育全体の振

興のための役割強化等について、執行部の意見集約を図っていく

必要があると考えています。

　末筆になりますが、本財団の事業に対しましてより一層のご理

解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

福田益和　新理事長　ごあいさつ

　平成２０年１２月７日（日）に実施された文部科学省後援第２５回ビジ

ネス能力検定（Ｂ検）（３６４出願団体、３２１会場、出願者総数２７,７１８名）

の受験状況・結果は次のとおり。

 ３級 出願者数 ２１,２４６名 受験者数 １９,５８５名

  合格者数 １５,７４７名 合格率 ８０.４％

 ２級 出願者数 ５,９１１名 受験者数　 ５,２６７名

  合格者数 ２,１７４名 合格率 ４１.３％

 １級（１次） 出願者数 ５６１名 受験者数　 ４９３名

  合格者数 １０８名 合格率 ２１.９％

 　　（２次）受験者数 １２６名 合格者数　 ８３名

　　　　　　　　合格率（最終）１６.８％
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第９６回理事会を開催
　平成２１年１月２９日、東京都・アルカディア市ヶ谷を会場として、専

教振第９６回理事会を開催した。出席者は委任状を含め２０名。

　開会に先立ち、事務局が、平成２０年１２月１４日の鎌谷秀男理事長、

八文字敏宏副理事長、稲葉豊副理事長退任から本理事会開催までの

経緯を説明。新理事長選任までの間、事務局による会議の進行を全

員が了承の後、鎌谷前理事長、八文字前副理事長、稲葉前副理事長

が退任のあいさつを述べ退席。定足数の確認後、議事録署名人に橋

本榮一理事と田中幸雄理事が選出され議事に入った。

【第１号議案　理事長・副理事長・常務理事の選出】

　寄附行為に基づき互選により全会一致で福田益和理事を理事長と

して選任後、福田理事長が議長に就任。審議の結果、次の副理事長

及び常務理事を選出した（敬称略、五十音順）。

　副理事長（２名）：中村徹、八木和久。常務理事（４名）：大橋啓一、

岡本比呂志、坪内孝満、中島利郎。

【第２号議案　評議員の選出】

　福田理事長が、寄附行為に基づき評議員候補者推薦方法に関する

提案を行い、協議の結果、前正副理事長が在任中に作成した評議員

候補者名簿について審議を行い、全会一致で次の２３名の評議員を選

出した（敬称略、五十音順）。

　秋葉英一、礒村義安、井戸和男、岩谷伸一、氏原憲二、浦山哲郎、

齋木寛治、島袋永伸、重里徳太、菅原一博、武田哲一、武田結幸、

龍澤正美、田中由視、戸早秀暢、長川泰次郎、中西義裕、成田守夫、

平田眞一、舟本奨、古野金廣、宮�善昭、山口広泰。

　議長による議案審議の終了確認後、配布資料に基づき事務局が平

成２０年度事業中間報告等を行い、議長が閉会を宣言し全日程を終了

した。

平成２１年度　年間予定
＜役員会・総会等＞

●全国個人立専修学校協会定例総会　平成２１年６／４（木）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

●全専各連第５８回定例総会・第１０９回理事会　平成２１年６／１７（水）

●全国学校法人立専門学校協会定例総会・理事会　平成２１年６／１８

（木）

●専教振評議員会・理事会　平成２１年６／２６（金）東京都・全国町村

会館

●都道府県協会等代表者会議　平成２１年１１／２６（木）

●全専各連第１１０回理事会　平成２２年２／２５（木）

●全国学校法人立専門学校協会理事会　平成２２年２／２６（金）

＜平成２１年度ブロック会議＞

●近畿ブロック会議　

　平成２１年７／１７（金）和歌山県・ホテルアバローム紀の国

●中国ブロック会議

　平成２１年７／２１（火）鳥取県・米子全日空ホテル

●九州ブロック会議

　平成２１年７／２３（木）～２４（金）鹿児島県・鹿児島サンロイヤルホ

テル

●四国ブロック会議

　平成２１年８／２５（火）～２６（水）愛媛県・ホテルジャルシティ松山

●中部ブロック会議

　平成２１年８／２７（木）～２８（金）福井県・あわら温泉グランディア

芳泉

●北関東信越ブロック会議

　平成２１年８／２８（金）長野県・メルパルク長野

●北海道ブロック会議

　平成２１年８／２８（金）～２９（土）北海道・札幌ガーデンパレス

●南関東ブロック会議

　平成２１年９／１５（火）埼玉県・浦和ロイヤルパインズホテル

●東北ブロック会議

　平成２１年９／１７（木）宮城県・ホテル仙台プラザ

＜その他会議＞

●事務担当者会議

　平成２１年４／２３（木）東京都・アルカディア市ヶ谷

＜検定試験等＞

●文部科学省後援・情報検定（Ｊ検）

◇平成２１年度前期試験

【情報活用試験】平成２１年６／２１（日）

【情報システム試験・情報デザイン試験】平成２１年９／６（日）

◇平成２１年度後期試験

【情報活用試験】平成２１年１２／１３（日）

【情報システム試験】平成２２年２／１４（日）

●文部科学省後援・ビジネス能力検定（Ｂ検）

◇第２６回【２級・３級】平成２１年７／５（日）

◇第２７回【１級１次・２級・３級】平成２１年１２／６（日）

＜その他＞

●第６４回全国私立学校審議会連合会総会

　平成２１年１０／２９（木）～３０（金）三重県伊勢市

●第２１回全国生涯学習フェスティバル「まなびピア埼玉」

　平成２１年１０／３０（金）～１１／３（火）

　埼玉県・さいたまスーパーアリーナけやき広場

　募集要項等に、３月３１日までに入学辞退の意思表明をした者に

授業料等を返還することを明記してあるか、不適切な記載がな

いかも併せ、改めてご確認ください。ご心配な点は都道府県所

管課等とご相談ください。

　本件に関わる通知等は全専各連ホームページにてご覧いただ

けます。

会員校の皆様へ
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平成２１年度Ｊ検試験日程

http://www.sgec.or.jp/jken　　　 
お問い合わせ：検定試験センター　TEL.03-5275-6336

※文部科学省後援 ※文部科学省後援 

＜前期（一般試験）＞
 試 験 日 平成２１年６月２１日（日）
 出 願 期 間 平成２１年４月１日（水）～５月１１日（月）
実施級／受験料 １級 ４,０００円　　　　　　　　　
  ２級 ３,５００円　　　　　　　　　
  ３級 ２,５００円　　　　　　　　　

システムエンジニア認定
プログラマ認定
＜前期＞
 試 験 日 平成２１年９月６日（日）
 出 願 期 間 平成２１年６月１日（月）～７月１３日（月）
実施級／受験料　基本スキル ３,０００円
　　　　　　　　システムデザインスキル ２,５００円
　　　　　　　　プログラミングスキル ２,５００円

※文部科学省後援 

ビジュアルデザイン分野認定
インタラクティブメディアデザイン分野認定
プレゼンテーション分野認定
＜前期＞
 試 験 日 平成２１年９月６日（日）
 出 願 期 間 平成２１年６月１日（月）～７月１３日（月）
実施級／受験料　必修共通科目 ２,０００円
　　　　ビジュアルデザイン １,５００円
　　　　インタラクティブメディアデザイン １,５００円
　　　　プレゼンテーションデザイン １,５００円

Ｊ検が、ＣＢＴ試験でも受験できます。 
対象は、情報活用試験、情報システム試験 
（基本スキル）です。詳しくはＷｅｂで。 

Ｃ Ｂ Ｔ 

その他のお知らせ

広報全専各連プラスＷＥＢ掲載記事一覧
　詳細は全専各連ホームページ「広報全専各連」よりご覧いただけ

ます。ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｚｅｎｓｅｎｋａｋｕ.ｇｒ.ｊｐ/ｋｏｈｏ/

■平成２０年度の留学生受け入れの概況■

　（独）日本学生支援機構の発表によると、専門学校に在籍する留学

生数は過去最高の２５,７５３人でした。

■イベント・研修会・スポーツ・検定など■

＜部会・関係団体等主催＞

○第２０回観光英語検定（１０月２６日、１２月１４日）　

○第３９回電卓・ポケコン技能検定（１１月３０日）

○第２４回全国専門学校卓球選手権大会（１２月５～６日）東京都・駒沢オ

リンピック公園総合運動場体育館

○第２６回全国専門学校英語スピーチコンテスト（１２月８日）東京都・

日本橋公会堂

○全国高等専修学校協会教育コーチング研修会（１２月１９～２０日）東

京都・アルカディア市ヶ谷

○第１７回全国専門学校ロボット競技会（１２月２２～２３日）東京都・大田

区産業プラザ

○「服の日」記念行事（２月９日）東京都・アルカディア市ヶ谷

＜専教振主催＞

○学校評価等研修会（１１月２６日　東京都・ホテルフロラシオン青山，

１２月２日　大阪府・大阪ガーデンパレス）

○ＣＳＭ研究啓発交流会（１１月２９日　東京都・ホテルフロラシオン青

山）

○専門学校留学生担当者研修会（１１月２７日　東京都・アルカディア市

ヶ谷，１２月３日　大阪府・大阪ガーデンパレス）

○ビジネス教育「教員と講師のための研修会」（１２月１９日　大分県・

明日香美容文化専門学校，１月３０日　京都府・京都ガーデンパレ

ス）

○情報教育担当教員研修会（１月２１日　東京都・アルカディア市ヶ谷，

１月２９日　福岡県・アクロス福岡）

○ビジネス教育事例研修会（２月２０～２１日　東京都・都市センターホ

テル）

○管理者研修会（２月２日　東京都・アルカディア市ヶ谷）

第２６回検定実施日　平成２１年７月５日（日） 
平成21年度Ｂ検試験日程 

詳しくは 

●実 施 級：２級、３級 
●出願期間：平成２１年４月１日（水）～５月１９日（火） 
●受 験 料：２級３,８００円　３級２,８００円 

第２７回検定実施日　平成２１年１２月６日（日） 
●実 施 級：１級（１次）、２級、３級 
●出願期間：平成２１年９月１日（火）～１０月２０日（火） 
●受 験 料：１級６,０００円　２級３,８００円　３級２,８００円 
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